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彩ったコスモス畑Ｗ

コスモス街道花まつり）：

矛

　/”s’爽ｓ’ｓｓ‘ｓ
　：　蘭学通りで繰り広

｡1　45mと50mのか

一司
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　｜

へ

濡哨||･．

んぴ･゛うﾄﾞ･
海苔巻きづくり

(10月16日､蘭学通り祭り)
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壬生町合併

＜りをご理解していただ＜機会にしていただきたい｡」とあいさつがありました。

保
健
や
福
祉
功
労
者
を
表
彰

　
町
の
保
健
事
業
や
福
祉
の
発
展
の
た

め
に
献
身
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
保

健
・
福
祉
事
業
功
労
者
や
３
歳
児
の
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
、
国
保
の

医
療
を
受
け
る
こ
と
な
く
健
康
に
過
ご

さ
れ
た
健
康
優
良
家
庭
、
社
会
福
祉
向

上
の
た
め
高
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
方
々

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

哺
３
才
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

体
脂
肪
・
骨
密
度
。

　
　
　
　
　
　
筋
力
の
程
度
は
…

　
会
場
内
で
は
、
骨
密
度
測
定
や
体
脂

肪
測
定
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
看
護

師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

に
よ
る
介
護
保
険
相
談
、
転
倒
骨
折
予

防
の
筋
力
測
定
な
ど
の
介
護
保
険
コ
ー

ナ
ー
、
介
護
用
品
・
福
祉
機
器
の
展
示
、

生
き
が
い
講
座
で
作
製
し
た
陶
芸
な
ど

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ
、
骨

密
度
測
定
や
体
脂
肪
測
定
で
は
、
順
番

を
待
つ
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。
ま

た
、
ズ
ン
ド
コ
体
操
や
玄
米
ニ
ギ
ニ
ギ

体
操
な
ど
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
で
も
多
く

の
人
が
参
加
し
、
身
体
を
動
か
す
こ
と

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ヽヽ一

屋
外
で
も
多
彩
な
催
し
を
実
施

　
一
方
、
屋
外
で
は
、
５
キ
ロ
コ
ー
ス

の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
た
他
、

卵
や
野
菜
・
か
ん
ぴ
ょ
う
な
ど
が
当
た

る
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
、
車
イ
ス
ハ
ン
デ
ィ

キ
ヤ
ッ
プ
体
験
、
献
血
、
ベ
ッ
ト
の
健

康
相
談
等
が
行
れ
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
よ
る
模
擬
店
や
多
彩
な
催
し

で
大
変
盛
り
あ
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
費
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
3
0
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

行
わ
れ
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
大
勢
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

哺
ズ
ン
ド
コ
体
操

２



心

健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
受
賞
者
（
敬
称
略
）

町
長
表
彰

保
健
事
業
功
労
者
表
彰

作
保
健
組
織
活
動
部
門

　
野
口
　
菓
子
（
保
健
委
員
）

三
栄
養
改
善
部
門

　
渡
辺
　
愛
子
『
栄
養
士

』
溌
棄
物
部
門

　
安
塚
三
自
治
会

福
祉
功
労
者
表
彰

　
・
施
設
従
事
者
部
門

　
小
松
　
良
子
（
し
も
つ
け
荘
）

　
粂
川
　
昌
子
（
　
　
″
　
）

　
西
渾
亜
紀
子
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
う
ら
ら
）

　
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
部
門

　
睦
木
　
信
次
（
安
塚
中
央
百
寿
会
）

　
佐
藤
　
ト
キ
（
下
横
町
寿
会
）

　
渡
澄
恵
次
郎
（
国
谷
中
央
長
寿
会
）

　
植
木
　
チ
ヨ
（
本
郷
七
福
会
）

　
中
嶋
文
一
郎
（
原
坪
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
部
門

　
福
田
　
正
子

　
石
塚
さ
ち
子

　
柴
田
　
康
子

　
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
団
体
部
門

　
壬
生
町
女
性
会
（
代
表
　
野
口
粟
子
）

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
こ
も
れ
び

　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
地
節
子
）

一
一
一
一
．

睦
つ
子
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
　
　
（
代
表
　
玉
田
　
秀
吉

の
ぞ
み
ホ
ー
ム
を
応
援
す
る
会

　
　
　
　
　
（
代
表
　
井
上
　
洋
一
）

上
表
町
と
き
わ
会

　
　
　
　
　
（
代
表
　
早
乙
女
　
昇
）

福
祉
功
労
者
感
謝
状

一
…
…
…
一
）
社
会
福
祉
推
進
者
部
門

　
安
生
登
志
子
（
保
護
司
）

　
碓
氷
　
侑
男
（
人
権
擁
護
委
員
）

３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
・
最
優
秀
賞

　
松
井
　
龍
佑
（
西
高
野
）

優
秀
賞

　
高
木
　
春
菜
（
安
塚
一
）

　
優
良
賞

　
薩
葉
　
智
也
（
緑
町
一
丁
目
）

　
上
間
　
大
輔
（
幸
町
三
丁
目
）

　
高
橋
　
頌
平
（
西
高
野
）

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
最
優
秀
賞

　
熱
田
　
淑
乃
・
陽
（
幸
町
三
丁
目
）

　
優
秀
賞

　
鈴
木
　
幸
子
・
聖
人
（
至
宝
町
北
）

国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
家
庭
表
彰

　
１
０
年
表
彰

　
酒
井
　
正
雄
（
仲
通
町
）

　
５
年
表
彰

　
鈴
木
　
晟
中
（
駅
　
東
）

　
長
　
　
忠
君
（
下
横
町
）

　
神
水
　
チ
エ
（
上
　
町
）

　
上
田
　
武
生
（
安
啓
二
）

田松中

谷本島

健智清

次礼吾

一一－若落助

草合谷－－－

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

高
額
寄
付
者
表
彰

　
１
５
万
円
以
上
の
寄
付
者

　
第
3
1
回
狽
協
医
科
大
学
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
若
尾
　
純
子
）

　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
神
永
　
昭
次
）

　
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室

　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
中
川
　
三
蔵
）

　
壬
生
町
女
性
会

　
　
　
　
　
　
（
代
表
　
野
口
　
粟
子
）

３



農業委員会だよりｰ

自
分
の
農
地
で
も
許
可

申
請
が
必
要
！

自
分
が
所
有
す
る
農
地
で
も
、

所
有
権
移
転
を
す
る
と
き
や
貸
し

借
り
を
す
る
と
き
に
は
、
農
地
法

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
田
畑
を
山
林
に
し
た
り
、
宅

地
に
し
た
り
す
る
転
用
（
地
目
・

利
用
目
的
の
変
更
）
の
場
合
も
同

「農地を売るのに許可が必要？自分の田んぼなのに…どうして？」

分かりやすいヽ

　　　『農地転用のしくみ』|
皆さんは、農地を売ったり所有権移転をしたりした経験がありま

すか？これをするためには、事前に許可申請をし、あらかじめ許

可を受けなければなりません。

様
で
す
。
砂
利
採
取
や
赤
玉
土
の

採
取
な
ど
の
一
時
的
な
行
為
で
も

許
可
が
必
要
で
す
。

　
自
分
が
所
有
し
て
い
る
一
般
の

山
林
や
宅
地
の
売
買
、
貸
し
借
り

は
許
可
制
と
し
て
い
な
い
の
に
、

農
地
の
場
合
は
な
ぜ
？
と
思
わ
れ

る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ

り
ま
す
。

優
良
農
地
の
確
保
と
効

率
的
な
利
用
が
基
本

日
本
は
国
土
が
狭
く
、
し
か
も

全
体
の
３
分
の
２
を
山
林
が
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
食
料
の
安

定
的
な
供
給
を
図
る
た
め
に
は
、

優
良
な
農
地
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
最
大
限
効
率
的
に
利

用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
農
地
を
農
地
と
し
て
正
し

く
利
用
で
き
る
よ
う
に
制
限
を
行

い
、
農
地
を
守
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
許
可
制

を
と
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
許
可
を
受
け
る
た

め
に
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
可

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

農
地
の
転
用
に
は
、

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

が
、
例
え
ば
、
分
家
住
宅
を
建
て
よ

う
と
思
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
申

請
が
必
要
に
な
る
の
か
？
そ
の
土
地

の
状
況
を
見
て
矢
印
を
た
ど
っ
て
下

さ
い
。

-･峠

スタート
農地(田･畑･樹園地など)

として利用している。

YEs l匝Ｉ

へ、

農地台帳に登録され

ている。

町農業委員会で確認
する。

YEs置llI
４

農地法の

許可申請など

は必要なし。

※他法令の許可は必要

町農業委員会へ

非農地証明書

を申請する。

受付は随時

峠

町農業委員会へ

農地転用許可

を申請する。

受付は毎月

10日締切。

(偏望偕)

受付は年3回

5月､９月､１月

の月末締切。

町農業委員会　昔８１－１８７５

※できるだけ、事前にご連絡＜ださい。

　相談先　町経済部農務課　昔８１－１８３９

１
’
″
’
●

４

よ

20年以上､宅地や山林

などとして利用している。

町税務課の評価証明書

などで証明できるもの。

E圖YEs

農振農用地に入って

いる。

町農務課で確認する。

YEsEII
本４Ｘ

　宍

　秦

　町農務課へ

農用地区域除

外を申請する。

許
可
が
必
要
で
す



一教育委員会だより

クールガードの皆さんが

ﾉ………　　　　　　活躍中です

　本町では地域社会全体で学校安全に取り組む体制を目指し、各

小学校区単位でボランティアを募集し、スクールガード（安全支

援ボランティア）として活躍して頂いています。具体的な活動は、

散歩などの機会を活用し、無理のない範囲で学校内外を巡回して

頂き、子ども達に声をかけて頂いたり、不審者等を発見した際は

学校や教育委員会にお知らせ頂＜というものです。巡回の際は黄

色の蛍光色のベストを着用して頂き、犯罪からの抑止効果も狙っ

ています。

　子ども達の安全を確保していくためには地域の方々の御協力が

不可欠です。ぜひ皆さんもスクールガードとして、子ども達を温

かい目で見守ってください。

　子どもたちの思いやりや行動力、協調性、前向きに生きてい＜力などの心の豊かさは、学校生活だけで

身に付＜ものではな＜、家族や同じ地域で暮らす多＜の人たちとふれあいながら得られるものだと考えら

れます。また、それにより大人たちも交流を深めることができ、人を育む地域の再生にも結び付きます。

　教育委員会では主に土曜日の午前中に、学校や生涯学習館、嘉陽が丘ふれあい広場を会場に「子ども遊

び・学び塾」を展開し、大人も子どもも自由に参加できて、遊び、学び、ふれあえる場を提供しています。

家庭・学校・地域がひとつになって、無理な＜楽し＜、できる範囲から子どもたちを育む環境づくりを進

めましよう。まずは「子ども遊び・学び塾」に参加してみませんか。

５

-

一

11月は全国青少年健全育成強調月間でﾉす

　栃木県の「とちぎ心のルネッサンス」運動の展開をはじめ、11月は青少年健全育

成のために諸事業、諸活動が集中的に実施されます。各種活動への御理解と積極的

なご参加をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　　づ

［問い合わせ先］壬生町教育委員会生涯学習課　昔0282-81-1873　メール　kyoiku@town.mibu.tochigi.jp



　
す
こ
や
か
子
育
て

　
　
　
　
　
　
支
援
金
制
度

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
、
少
子
化
時
代

に
お
け
る
子
育
て
を
行
う
両
親
へ
の
支

援
を
行
う
。

受
給
要
件

　
次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

①
第
３
子
以
上
の
出
産
の
日
前
に
、
本

　
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

　
す
る
方

②
現
に
２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て

　
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
２
人
以
上
の

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
事
実
状
態
に

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
第
３
子
以
上
を
出
産
し
、
か
つ
３
ヵ

　
月
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と

支
援
金
額

　
土
人
に
つ
き
　
１
０
０
。
０
０
０
円

申
請
手
続
方
法

　
該
当
す
る
方
は
、
出
産
の
目
か
ら
３

ヵ
月
経
過
後
に
町
民
生
部
福
祉
課
、
稲

葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
お
い
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
購
入
費
補
助

①
保
護
者
（
養
育
者
）
及
び
乳
幼
児
が

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
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台
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収
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③
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④
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受
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図
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②
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催
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５
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８
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５
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２
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受
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６
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①
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ぐ
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児
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ク
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落
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５
－
2

1

　
壬
生
東
小
学
校
内
包

8 2

－
１
１
５
１

②
メ
リ
圭
フ
ン
ド
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
下
稲
葉
３
９
６
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３
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ｹﾞ利:用していますか

町の福祉制度

◆すこやか子育て支援制度◆



ができます。

　住基カードの交付申請については、下記のとおりです。

　　ぬ受付時間　　　　　　月曜日～金曜日の午前９時～午後４時30分

　　　　　　　　　　　　　　手続きに30分ほど時間がかかります。

　　　　　　　　　　　　　　(祝祭日、12月29日～１月３日を除＜)

　　⑩受付場所　　　　　　壬生町役場　民生部　ｲ主民課

　　⑩交付手数料　　　　　５００円

　　⑩カードの有効期限　　発行日より10年間

　　⑩申請に必要なもの　　○印鑑

　　　　　　　　　　　○本人確認資料（運転免許証・パスポート等官公署が発行した顔写真付き身分証明書）

　　　　　　　　　　　○写真１枚（顔写真付きのカードを希望される場合）

　　　　　　　　　　　　　受付窓□でも写真撮影できますが、ご自身で写真を持参する場合はパス

　　　　　　　　　　　　　ポート用の写真（4.5cmx3.5cm）で６ヶ月以内に撮影した正面・無帽・

　　　　　　　　　　　　　無背景のものをご用意＜ださい。

※身分証明書のない万

　本人に「照会書」を郵送しますので、必要事項を記入のうえ持参してください。

※カードの交付は、お申し込み者数によってしばらくお待ちいただ＜場合や、後日受け取りに来ていただ＜場

　合もあります。

※原則本人の申請となります。本人以外の方から申請する場合は、提出書類等申請方法が異なりますので、詳

　細につきましては、下記までお問い合わせください。

※有効期限は10年間ですが、他の市町村に転出した場合には無効になります。この場合、カードは返納してい

　ただきます。

　転居などの際は、表面に記載された住所などを修正しますので、住民基本台帳カードを窓口にお届けくださ

　い。

　住民基本台帳カードを紛失した場合は、直ちに窓□まで届け出てください。

７

問い合わせ先　民生部住民課 昔81 －1825



輔圓囃哺卿締て端輔
　壬生地区の各幼稚園では、教育機関としての立場からお子さんの心

と身体を健やかに育む子育てを応援しています。

　　　U　青

　お仕事との両立やご家庭の様々なご事情に対応するため、各

幼稚園では保育終了時から夕方5 :00～6 :00頃まで「預かり

保育」を実施しています。家庭的な雰囲気を保ちながら、教育

的配慮が行き届いた環境は幼稚園ならでは。

　詳細は各幼稚園にお問い合わせください。

　子育てに悩みや疑問はつきものですが、ひとりで思い悩んでいるより誰かに相談したぼうが、

問題の所在がわかり、解決の方法を見つけやすくなります。ご近所の先輩ママや親しいお友達な

ら、きっとよいアドバイスをしてくれるはずです。

　でも、納得できる答えがなかなか見つからないときは、ぜひ幼稚園においでください。多＜の

幼児をお預かりする教育機関として、幼稚園はさまざまな経験と情報の引出を持っています。答

えは必ずしもひとつとはかぎりません。

　一緒にゆっくリ考える　ｰそんなことも幼稚園の役割のひとつです。

　幼児は遊びや生活の中で、主体的に環境に取り組み直接的、具体的な体験を通して、生きてい＜力の基

本となる心情、意欲、態度などを獲得していきます。こうした幼児期の発達の特性をふまえて、幼稚園教

育においては、幼児の中に育つことが望ましい「心情、意欲、態度」を「ねらい」と呼んでいます。そし

て、「ねらい」を達成するために幼児が身につけていくものを「内容」としています。幼稚園では幼稚園

教育要領（文部科学者）に基づいて教育課程をたて、その「ねらい」と「内容」を幼児の発達の側面から

とらえて、５つの領域としてまとめています。

　　　　　　　　　　　　5つの韻域



おやこ教室

　子育てに国境はありません。アメリカでも州によって、月に何回か地域の集会場などで「Toddlery

observation Class」が開かれています。これは、直訳すると「よちよち歩きの幼児の観察学級」とでも

いうようなもので、１・２歳の幼児とその母親を対象にした、遊びと交流のための集まりです。

　１・２歳は月齢差や個人差が大き＜、子育てが最もむずかしい時期ですから、わが子の発達や自分の子

育てに不安を抱＜人は少なくありません。そこで、さまざまな子どもたちが一緒に遊ぶのを「観察」しな

がら、カウンセラーに質問したり、母親同士情報交換するなかで、自分の育児をみなおしたり、逆に自信

を持ったり安心したりするための交流の機会が用意されているのです。

　子育てが大変なのは洋の東西を問わずどこでも同じはずですが、日本の母親は欧米の母親に較べて子育

てを深刻にとらえがちだといわれています。それだけ真剣なのだともいえますが、子どもたちが最も輝き、

著し＜成長するこの時期、発達の一瞬一瞬を目の当たりにできることの喜びを感じて、共に生活できたら

いいですね。子どもたちにとっても、母親の優しくあたたかなまなざしは元気と自信の栄養です。

　壬生地区の各幼稚園では、未就園児のために「園庭解放」や「親子教室」など、さまざまなプログラム

をご用意してお待ちしております。

　詳細は各幼稚園にお問い合わせの上、ぜひお気軽にお出かけください。

幼　稚　園　名 未就園児親子教室 電　　話

おもちゃのまち幼稚園 こばとクラブ ８６－５５５１

国　谷　幼　稚　園 キディルーム ８２－１２００

たちばな幼稚園 うさちやんクラブ ８６－０００６

月かげ幼稚園 わんぱ＜クラブ ８２－０２３３

やすづか幼稚園 なかよしクラブ ８６－１００９

１
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！
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１
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も
ち
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ま
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幼
稚
園

た
ち
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幼
稚
園

や
す
づ
か
幼
稚
園

９



嬢越｡鸚運説励臨紹鮭吠活昧邱
若者にも無縁でない公的年金

　　「年金」という言葉を耳にしても、若いときは保険料を納めるだけで高齢者になったとき初めてかかおりがあるよ

うに考えられがちですが、若いときにも意外とかかわりが深いものなのです。

　公的年金は、自分の老後の支えになるだけでなく、それ以前に自分の親の老後を経済的に支えることになります。

一家の働き手が不幸にして亡くなったときには、遺族年金が支給されますし、思わぬ事故や病気がもとで障害が残っ

たときには、若い人にも障害年金が支給されます。

　公的年金の基本理念である「世代と世代の支え合い」の意味をしっかり認識して、公的年金制度に対する積極的な

理解と参加に努めることが大切です。

公的年金へは、自動的に加入できるものではありませんので、加入手続きが必要です。

保険料は20歳から60歳になるまで40年間納めます。

手続きをしても保険料を納めないと年金を受け取る資格がありません。

＜学生と20歳台の人に特例制度があります＞

⑤学生納付特例制度

　学生本人の前年所得が一定以下゛であれば、役場住民諜又は両出張所に申請し、社会保険事務所で承認された期間

は未納扱いにはならず、社会人になってから保険料を納めることができます。

　※扶養親族等がない学生の場合、一般的な社会保険料控除を加えた所得の目安は141万円です。

□老年者納付猶予制度

　平成17年４月からは20歳台の若者本人と配偶者の所得が一定以下の場合は、申請により保険料を後払いにすること

ができます。

①一定の要件を満たしていれば、万一の事故や病気で障害が残ったときでも、障害基礎年金が受けられます。

②老齢基礎年金の年金額の計算には入りませんが、受給資格期間に算入されます。

③保険料は、承認を受けた月以降10年以内であれば納めることができます。これを追納といい、３年目からは当時の

　保険料に一定の額が加算されます。追納すれば、将来受け取る老齢基礎年金額に反映されます。

④毎年申請が必要です。

　通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、届出により当月末振替にすると１ヶ月あたり保険料が40円割引されます。

寺手続きは：金融機関または社会保険事務所

章ご持参いただくもの：①年金手帳又は納付書　②振替の預金通帳　③通帳の届出印

章問い合わせ先　栃木社会保険事務所　国民年金業務課　昔22－6074 ・6075

　　　　　　　　町民生部住民課国民年金係　　　　　　昔8ト1827

10
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９
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５
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。
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部
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１
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栃
木
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障
害
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ス
ポ
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ツ
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８
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催
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。
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
　
第
６
組
の
部

３
位
　
田
中
　
一
男
（
町
身
障
福
祉
合

参
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
　
第
3
6
組
の
部

上
位
　
金
山
　
徳
和
（
町
身
障
福
祉
会
）

今
砲
丸
投
　
第
1
7
組
の
部

３
位
　
小
島
　
慶
一
　
（
町
身
障
福
祉
会
）

⑩
卓
　
球

争
第
Ｈ
組
の
部

Ｉ
位
　
伊
地
知
敬
太
（
か
え
で
寮
）

寺
第
1
4
組
の
部

２
位
　
越
後
谷
建
志
（
か
え
で
寮
）

帝
第
1
9
組
の
部

２
位
　
田
島
　
美
幸
（
か
え
で
寮
）

今
第
2
1
組
の
部

―
位
　
平
山
　
千
春
（
か
え
で
寮
）

⑩
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
・
デ
ィ
ス
リ
ー
ト
・
５

寺
第
５
組
の
部

２
位
　
中
村
　
浩
彬
（
む
つ
み
の
森
）

参
第
６
組
の
部

３
位
　
木
村
　
　
保
（
町
身
障
福
祉
合

奏
第
８
組
の
部

１
位
　
田
中
　
他
人
（
む
つ
み
の
森
）

首
第
1
2
組
の
部

２
位
　
床
井
　
英
夫
（
せ
せ
ら
ぎ
学
園
）

宍
第
1
3
組
の
部

回ﾐ　２
第位

14

組峯

の

部

健
治
（
せ
甘
り
ぎ
学
園
）

１
位
　
清
水
　
　
功
（
せ
せ
ら
ぎ
学
園
）

匹
第
1
6
組
の
部

２
位
　
矢
嶋
　
健
一
　
（
む
つ
み
の
森
）

∩
第
4
4
組
の
部

１
位
　
朝
日
　
　
昭
（
町
身
障
福
祉
会
）

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
・
デ
ィ
ス
リ
ー
ト
・
７

ご
第
6
0
組
の
部

２
位
　
石
村
　
博
之
（
む
つ
み
の
森
）

ナ
第
6
2
組
の
部

２
位
　
中
村
　
公
香
（
む
つ
み
の
森
）

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
レ
デ
ィ
ー
ス
・
シ
テ
ィ
ン
グ

作
第
１
組
の
部

３
位
　
神
水
　
敏
江
（
む
つ
み
の
森
）

デ
ィ
ス
タ
ン
予
レ
デ
ィ
ー
ス
瓜
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
第
６
組
の
部

１
位
　
中
村
　
公
香
（
む
つ
み
の
森
）

．
第
８
組
の
部

２
位
　
石
山
　
千
尋
（
む
つ
み
の
森
）

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
メ
ン
ズ
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

．
第
2
5
組
の
部

３
位
　
永
山
　
伸
男
（
せ
せ
ら
ぎ
学
園
）

・
第
2
6
組
の
部

２
位
　
尾
林
　
孝
雄
（
せ
せ
ら
ぎ
学
園
）

’
揚
4
2
組
の
部

３
位
　
石
村
　
博
之
（
む
つ
み
の
森
）
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回９ａ９徊叔a包aSS一名

F……ljil　生々
　　　　　　　　　　　　　　　　下稲葉コスモス街道花まつり

　
1
0
月
９
日
、
下
稲
葉
花
祭
り
実
行
委
員

会
（
田
遵
正
会
長
）
主
催
の
第
６
回
下
稲

葉
コ
ス
モ
ス
街
道
花
ま
つ
り
が
下
稲
葉
地

内
の
休
耕
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
地
元
メ
リ
圭
フ
ン
ド
保
育

園
児
の
琉
球
國
祭
り
太
鼓
が
元
気
に
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
生
バ
ン
ド
演
奏
、
ハ
イ
パ
ー

ハ
本
節
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
苗
木

や
地
元
産
の
生
い
ち
ご
ジ
ュ
ー
ス
が
無
料

で
提
供
さ
れ
た
他
、
各
種
模
擬
店
が
多
数

出
展
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
　
当
日
は
曇
り
空
で
泣
き
出
し
そ
う
な
空

模
様
で
し
た
が
、
大
勢
の
家
族
連
れ
が
訪

れ
、
５
万
�
の
休
耕
田
一
面
に
咲
き
乱
れ

た
ピ
ン
ク
や
赤
の
コ
ス
モ
ス
の
花
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

-

……………………………ｪ

屁

ｼ

芦暁1僥

l;

＠憩l缶

,

柘
丿

翁１

尚尚ﾐ●第４回蘭学通り祭り●⑩

　
1
0
月
1
6
口
、
蘭
学
通
り
に
お
い
て
、
第

４
回
蘭
学
通
り
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
手
門
や
関
所
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
江

戸
時
代
の
街
並
み
が
再
現
さ
れ
た
通
り
を
、

武
者
行
列
や
神
輿
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
通
り
に
は
多
く
の
模
擬
店
が
立
ち
薦
び
、

吹
奏
楽
・
バ
ン
ド
・
太
鼓
の
演
奏
、
よ
さ

こ
い
踊
り
、
野
点
、
琴
の
演
奏
、
ア
マ
チ
ュ

ア
そ
ば
打
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
蘭
学
富

く
じ
な
ど
、
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
、
通

り
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
商
工
会
青
年
部
に
よ
り
、

商
工
会
の
4
5
周
年
と
壬
生
町
合
併
5
0
周
年

を
記
念
し
て
、
4
5
メ
ー
ト
ル
と
5
0
メ
ー
ト

ル
の
か
ん
ぴ
ょ
う
海
苔
巻
き
作
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
海
苔
巻
き
は
、

切
り
分
け
ら
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
配

ら
れ
ま
し
た
。

一
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まちのわだい広報広聴ｲ謙

｡｡｡｡､､､人｡権擁護委員に斉藤和子氏を委嘱

　………………　　　　　　　大森忠氏・

　斉藤和子氏（安塚）が、平成17年10月１日付け

で法務大臣から人権擁護委員に委嘱されました。

また、大森忠氏（通町）・石崎典子氏（壬生丁）

が同［］、再委嘱されました。

　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関する

悩みごとなどの相談に応じるほか、街頭啓発活動

や小・中学生を対象にした人権講話・映画会など

を通して、人権の大切さについての理解を深めて

もらうなど、人権意識の高揚にも努めています。 斉藤氏

石崎典子氏を再委嘱

大森氏 石崎氏

　10月14日、稲葉小学校において、町人権擁護委員協議会（大森

吉会長）による「親子人権教室」が、４～６年生の児童と保護者

を対象に行われ、人権擁護委員の石崎典子さんの講話と、人権啓

発ビデオの鑑賞が行われました。

　ﾋﾞﾃﾞｵは身近な人権問題であるいじめに関するもので、講話の最後

にも「いじめられているのをただ見ていたら、それもいじめ」との言葉

があり、子どもたちも保護者も真剣に講話に聞き入っていました。

　このような試みにより、親子で人権について話し合うきっかけとなることが期待されます。

ii･゛j'･:'li゛j'jlilij｀･゛1惚･･ふ･･東関東大会に６年連続で出･場･.･･゛g.:i･5･ji.……

　壬生中学校吹奏楽部が９月19ロ、茨城県民文化センターで開催さ

れた東関東吹奏楽コンクールで銅賞を受賞しました。また、10月22

[]に開催される東関東マーチングコンテストに県代表として６年連

続で出場することになり、９月29[1、今福里花部長、鋸蒔玲香副部

長、顧問の田中修・野尻朋子両教諭、鈴木善雄校長が町長室を訪問

し、受賞と大会出場報告をしました。今福部長は、｢東関東大会で

も頑張ってきます｡｣と決意を述べました。

命早寝早起き朝ご飯秦

13

｡キ｡，ワ，,,7.=j,・141ま「窪かしつり・る」とJ萌ご鮑

　家庭教育支援総合推進事業（文部科学省事業）の一環の子育て講

座が、10月12日、とおりまち保育園で、同保育園の保護者等約100名

が参加して開催されました。講師の聖徳大学短期大学部保育科助教

授の鈴木みゆき先生が、「子どもの発達と生活リズム」と題して講演

しました。

　調査研究データ等を示して、早寝早起き朝ご飯が子どもの脳や身

体の成長にいかに大切かを訴えました。「子どもの生活リズムを優先

して」に、保護者からは「私たち保護者が頑張らなければ｡」と言っ

た意見が聞かれました。



-

まちのわだい

｡ヽ=ヽ==j==･11ご

合

==｡･

併50周年を記念して「大名鳥居家展」……==
回天･ﾐﾉ回==こ｡､｡

を

｡=

開

｡

催

　壬生町合併50周年を記念して歴史民俗資料館第16回企画族『大名

鳥居家族』が10月15［］、同資料館で始まりました。

　開催初出こ開会式が行われ、清水英世町長は、「合併50周年の節目

の年に壬生の歴史において重要な発展の時期を築かれ、我々の誇り

とする『大名鳥居家族』を開催できることを大変嬉しく思います｡」

と主催者あいさつをしました。この後、鳥居宗家16代当主鳥居明氏、

常楽寺住職回生泰復氏の来賓あいさつに続いてテープカットが行われ、

12月18Eﾖまでの企画族がスタートしました。

　同企画展は、初代元恵から最後の藩玉恵宝までの由緒ある品々や子

爵時代までの資料160余点が展示されています。

12月18日まで好評開催中

開催初出こは町内外から約200人が来館し、数々の貴重な展示品を興味深く見人っていました。

尚、同企画展は12月18日(日)まで開催していますので、是非この機会にご覧ください。

laj

大森ﾃJﾚｴさん（安塚三）　

……………………………,日J,;:｡,;l;;=:l;:,:;=i,:日i=,:･:iii,ll

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■■-゜に5゛゛゛゛:::i……………:‥　「日本随筆家協会賞」を受賞1’

　この程、大森テルエさん（79才）の随筆「不揃いのシルバーたち」が、第52

回「［］本随筆家協会賞」を受賞しました。この賞は、随筆の芥川賞とも言われ

るもので、応募総数2､165編から選ばれました。

　大正15年生まれの大森さんは、「昭和初期の大不況のあおりで家業が倒産し

貧しかった少女時代、そして戦争へと邁進していった時代、人生のスタートラ

インは一緒だが、戦争によって不揃いの人間ができてしまったことを書きたかっ

た｡」と言っていました。

　　「常に輝いて老後を過ごしたいと、いつも心において生活をしています｡」

と、生き生きと話す大森さん。いつまでもお元気でご活躍されることを願って

おります。

頑………;,,i

lt1学1交で「放課後学習　

………IJI::11:i:iil:l;;ii:liiilliilii:i',:

　10月から壬生中学校と南犬飼中学校で、「放課後学習支援サポー

ト」が始まりました。この事業は、部活動が終了して一段落した

中学３年生を対象に学力向上を目的に自主学習（数学・理科・

英語）を支援しようというものです。10月から２月までの期間、

放課後週２［］から４日程度、中学校の教室を会場に行われていま

す。支長者は元学校の先生や会社員、塾の先生など６名の方が無

償で引き受けています。それぞれが得意とする教科を担当し生徒

からの質問に対応しています。

弓一11陶|吻ﾚ”………1r7yに

　生徒の参加は希望制ですが、壬生中では31名、南犬飼中では54名の生徒が参加しています。生徒からは「なんでも

気軽に聞けて良い。分からないところをきちんと教えてくれて良い。今後も続けて参加したい｡」などといった意見が

聞かれ、生徒達に好評です。

　現在も支撰者を募集中です。ご協力を頂ける方は、教育委員会生涯学習課（昔8ト1873）まで御連絡下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ



-

　　　　　まちのわだい地域の話題などをお寄せくださぃ

｡｡1司政懇談会

広報広聴係昔81－1812

…………:･゛9゛｀゛‘.ilj･5(゛.j･'･j゛ij゛.jlj･･i･7･j｡･･゛･j.･･｡711J･･ｺﾞ……ﾐ収集問題などさまざまな意見‘⊃要望が゛I‘I‘'

　町政について、町長や町執行部と自治会長さんが意見を交える町

自治会連合会（河野遵弘吉会長）主催の「平成17年度町政懇談会」

が、10月Ｈ日、壬生中央公民館で行われました。

　懇談会には、50名の自治会長さん、町からは、町長をはじめ助役、

収入役、教育長、総務、民生、経済、建設、水道の各部長、教育次

長が出席しました。

　初めに清水町長からまちづくりの現状についての説明の後、自

治会長さんから、ゴミ収集問題や地域内の道路整備など、身近なさ

まざまな意見・要望が出され、活発な意見交換が行われました。

　10月17日から28［］までの２週間、栃木養護学校生２名が、町役場

で現場実習を行いました。

　今回の現場実習は、実体験を通して労働者としての心構えを学ん

だり、将来の就労の音吐判断材料等に役立てようとするものです。

　現場実習をしたのは、町内在住の長田将さん（16歳）とＡさん

（17歳）で、午前中は町シルバー人材センター職員の指導のもと庁

舎内を清掃し、午後は各課の会議資料の作成補助などを行いました。職場で指導した職員は、「大変礼儀正しく、仕事

に取り組む姿勢はすばらしい｡」と、話していました。また、二人は「慣れない仕事で天変だったが、この経験を生か

していきたい｡」と抱負を語ってくれました。

む;コ,｡み.の森利用者、わんぱく公園で。

　10月28目、わんぱく公園内のリンゴ園で、町授産施設むつみの

森利用者が、リンゴの収穫作業を体験しました。

　わんぱく公園では、昨年より栃木養護学校生の職場実習の受け

入れを行っており、実習生の中にむつみの森利用者がいたことも

あり、今回初めて収穫作業が実現しました。

　参加者は、公園職員から作業手順の説明を受けた後、赤く実っ

たリンゴを一つ一つ丁寧にもぎっていました。

会員が畷主圭
奉仕活動を行う

　壬生町シルバー人材センター（神水菜理事長）では、10月15日の

「シルバーの日」（10月の第三土曜日）に会員98名が参加し、町道

などの空き缶やゴミ拾いを行いました。

　これは、全国展開されている10月の「シルバー人材センター事業

普及啓発促進月間」の一環として、シルバー人材センター事業を、

地域の皆さんに理解と認識を深めてもらおうと実施したものです。

　この日は、午前中に町内の町道など４ヵ所で清掃を行い、午後は、

グランドゴルフなどの愛好会活動を行い会員の親睦を図りました。
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宇
賀
神
里
菜
ち
ゃ
ん

（
Ｈ
1
4
・
1
1

（
至
宝
町
南
）

６
生
）

…
…
　
　
　
渡
辺
桃
果
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
1
4
∴
目
・
了
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
落
合
）

の］ﾌﾟ広

佐
藤
天

ま

寿す天

々ず
乃･舞

ちち

ケ
　
わ
が
寂
Ｑ

゛
　
　
？
イ
ド
ａ

一

ゃ
ん
（
Ｈ
1
4
・
４
・
３
生
）

ゃ
ん
（
Ｈ
1
6
・
1
1
・
1
9
生
）

　
　
　
（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
）

　次回は１月生まれのアイドルを募集します。

（締切12月20日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

い
‘
い
へ
ｙ
い
い
七
に
Ｎ
〆
ｘ
ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
〆
Ｘ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
〆
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
〆
へ
‘

Ｊ
　
　
『
み
ぶ
の
史
跡
を
訪
ね
て
』

…い
　
羽
生
田
最
古
の
古
墳
群

「
下
坪
古

Ｘ
／
／
／
／
／
／
／

Ｘ
／
／
／
／
／
／
／

Ｘ
／
／
／
／
／
／
／

Ｘ
／
／
／
／
／
／
／

Ｘ
／
Ｚ
‘
ｇ

し
も
つ
ぼ
　
こ
　
ふ
ん
ぐ
ん

下
坪
古
墳
群
」

　
今
回
か
ら
、
羽
生
田
地
区
の
文
化
財

を
代
表
す
る
「
古
墳
」
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
『
下
坪
古
墳
群
』
は
、
現
在
の
ふ
れ

あ
い
プ
ー
ル
の
裏
に
あ
る
台
地
上
に
造

　　　　　　　　■■■■■　　　　　㎜㎜㎜

卜奪胎9騨………轜
､

一一だ４り

ら
れ
た
古
墳
群
で
す

「
古
墳
」
と
言
え
ば

‰
さ
ん
は
、

叫
古
墳
』

の
よ
う
に
高
い
塚
と
深
く
掘
ら
れ
た
堀

を
も
つ
イ
メ
九
ン
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
『
下
坪
古
墳
群
』
か
ら
は

高
い
塚
や
堀
を
持
た
な
い
、
川
原
石
を

上
手
く
利
用
し
造
ら
れ
た
独
特
の
古
墳

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
塚
や

堀
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
、
簡
略
化
さ

れ
た
古
墳
時
代
最
後
の
頃
の
古
墳
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
古

墳
か
ら
出
土
し
た
鉄
ぞ
く
や
土
器
の
研

究
な
ど
か
ら
、
先
の
『
茶
臼
山
古
墳
』

（
６
世
紀
後
半
）
　
よ
り
も
古
い
時
期

（
６
世
紀
初
頭
）
に
造
ら
れ
た
古
墳
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
亡
骸
を
埋
葬
す
る
石
棺
（
写
真
玉

は
、
長
さ
が
２
ｍ
に
満
た
な
い
、
人
一

人
が
入
る
の
が
や
っ
と
の
大
き
さ
で
す
。

石
棺
の
蓋
（
写
真
２
）
は
、
横
長
の
大

き
め
の
川
原
石
を
並
べ
、
さ
ら
に
そ
の

上
を
粘
土
に
よ
り
覆
い
造
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
造
り
方
の
古
墳
は
、

県
内
で
も
羽
生
田
地
区
周
辺
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
出
土
品
の
特
徴
と
し
て
は
、

鉄
ぞ
く
や
鉄
製
の
刀
な
ど
の
武
具
類
が

多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
も
し
か
す
る

と
、
羽
生
田
地
区
に
大
型
の
古
墳
を
築

く
、
先
兵
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
武
人
た

ち
の
お
墓
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
尚
、
出
土
品
は
、
町
歴
史
民
俗
資
料

館
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　▲写真１

／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ

▲写真２

　
次
回
は
、
突
如
と
し
て
出
現
し
た
巨

大
埴
輪
を
も
つ
『
茶
臼
山
古
墳
』
に
つ

い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
資
料
館
昔
8
2
－
８
５
４
４

βｙ／Ｘ
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坂
田
　
隼
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
９
∴
目
・
2
7
生
）

　
　
　
智
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
1
3
∴
目
・
2
6
生
）

（
六
美
町
北
部
）

柏
倉
さ
つ
き
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
1
6
・
‥
目
・
1
5
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
美
町
中
央
）

｀ W /

田
中
晴
也
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
1
6
∴
目

　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
草
）

13

生

心/

・●

　　..ヽj-･-･.　･･7‘゜･　.　・

諒ちゃん（H 15. 11.13生）甫ちゃん（H 11.11.24生）入江

　　　　　　　　　（県営住宅）

入江

石井里佳氏（鹿島）ぱli1171' - |・ j･ゝ，　ゝSCglll/　∧　ｿﾞl=.読回瀾圖k

■■■■■■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■　■■■■■■■■■■■･-･･』
゜::白iS現代芸術祭展示短歌作品を寄贈'li‘ll'

力ijlS会　　

…………=…………ご=ｽﾞ=……目lii;,111°il===｡

椅子５台を寄付'゛゛:2………

9
0
量
　
1
0
月
に
目
ゾ
ェ
ス
訟
仁
⊇

窄
言
ぽ
昌
に
Ｎ
几

　
こ
の
程
、
石
井
里
佳
氏
（
本
名
石
井

洋
子
・
8
0
歳
）
は
、
短
歌
作
品
「
春
－

春
蝉
・
醍
醐
に
よ
せ
て
」
を
町
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
、
画
家
の
上
村

松
篁
の
作
品
「
春
蝉
」
と
奥
村
土
牛
の

作
品
「
醍
醐
」
を
見
て
詠
ん
だ
作
品
２

点
て
、
圭
点
は
今
年
の
５
月
に
開
催
さ

れ
た
日
韓
現
代
芸
術
祭
で
、
韓
国
の
錦

湖
美
術
館
に
展
示
さ
れ
た
作
品
で
す
。

も
う
一
点
は
、
同
じ
く
６
月
に
開
催
さ

れ
た
箱
根
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

箱
根
彫
刻
の
森
美
術
館
に
展
示
さ
れ
た

作
品
で
す
。
石
井
氏
は
、
3
0
代
か
ら
短

歌
を
始
め
、
今
年
の
７
月
ま
で
下
野
文

芸
の
選
者
を
務
め
、
現
在
は
季
刊
誌

「
季
」
の
会
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
程
、
ゆ
う
が
お
会
（
高
橋
米
男

会
長
）
は
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
資
源

ご
み
回
収
で
得
た
報
奨
金
の
積
立
金
で

購
入
し
た
、
車
椅
子
５
台
を
町
に
寄
付

し
ま
し
た
。
今
回
寄
付
さ
れ
た
車
椅
子

は
、
役
場
本
庁
舎
、
中
央
公
民
館
、
お

も
ち
や
博
物
館
に
設
置
し
、
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
会
で
は
今
回

で
４
回
目
の
寄
付
と
な
り
、
合
計
1
8
台

と
な
り
ま
す
。

ス
タ
・
1
1
1
お
も
ち
や
の
ま
ち
の
益
金

１
４
。
８
４
０
円
を
町
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

17
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◆社会福祉協議会へ

　　　　　　　(○数字は寄付回数)

社壬生町シルバー人材センター刃物

研ぎ様⑨　　　　　　　２千240円

壬生町母親クラブフリーマーケット

の会様③　　　　　　　　　２千円

壬生町ひまわり会様⑥　　　３千円

陶芸クラブ様⑤　　　　　　１万円

日光彫壬彫合様⑩　　　　　１万円

壬生町女性合様⑨　　　　　１万円

社壬生町シルバー人材センター介護

班様①　　　　　　　　　２千100円

社壬生町シルバー人材センター盆栽

部様⑤　　　　　　　　　　　３千円

ボランティア　コスモス様①１万円

㈱新優本店様⑨　　　　　　１万円

壬生町老人クラブ連合会様⑩

　　　　　　　　　　７万２千216円

壬生町文化祭歌謡部会様⑩

　　　　　　　　　　　３万３千11円

藤平　志咲ちゃん姉妹（おもちゃのまち）

篠原　彩音ちゃん兄弟（田向稲荷内）

－ 一 一 一 一

　子育て支援センター「ひよこ」の利用家族等60名が、六美町地内の農園

でさつまいも掘りを体験しました。

　参加したみなさんは、作業協力者の民生委員等６名の協力のもと、顔ほ

どもある大きなさつまいもを親子で力を合わせて掘りあげていました。

　おかあさんと参加した新城亜花梨ちゃん（３歳）は、「すごく大きくて採

るのが大変たったけど、とても楽しかった｡」と、嬉しそうでした。また、

作業後には焼き芋が振る錫われ、秋の味覚を楽しんでいました。

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育
て

支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ

一 一

大
台
鐙
Υ
ぶ
）
・
函
迫
｀
詔
斑
ス

　|∩

，　険康　産

諒百おづk　せ
ヅ‰

斜　縦苔

12
月
の
納
税
等

　
’
｀
Ｊ
〈
　
　
工
作

(
＼
Q
;

ハ

凪100古紙配合率loo%両生紙を使用しています　18
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